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研究目的
 心搏動のリズムの異常は,臨床的には不整脈として取ウ扱われ,その発生機構歩或はその興
 奮伝導に関して心電図を応用して多くの研究があるが,著者はこのようなサズムの異常に際し
 心筋細胞の興奮性がどのように変化するかを微小電極な胴い,静止電位及び活動電位智記録し
 心搏リズムの変化の機転を細胞のレベルで追求した。
鎌
実験方法
 電極として,先端直径αS冠位,便用時抵抗漉マ0～20MΩのろMKσ¢を充填した硝子
 毛綱管電極を用いた。これを家兎心竈筋細胞内に挿入し,その電位変化配カソ4ドフオロアー
 の前置増串羅及び直漉増串器を介して,ブラウン管オツシロスコープに遵き記録した。
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実験結果
 'ひ筋の牽旧辞包内活動電位は,脱分極イ蕎と手チ分槌1相ヵ、らなる力者,その差益過を分析づ一るた1めに再分
 極相物更にSエop誤,$IOpe2(プラトー欄),δIOpe5に分け,その持続時間と香々の',
 相の単位時間に対する変化慶を指標とした。樹期外興奮に関して。先行興奮に引き続き種々
 の時相に期外刺戟を挿入した場合,刺戟がプラトー禰に挿入された時は応答なく,再分極5相
 の下行脚に入ワ相対不億期となり初めて大巻い刺戟に応答がみられる。その際の活動電位と相
 対不応期の時期との間に一つの傾陶があり,SlopeちSlope2ともにゆるやかな経過を辿
 るようになり,SlOpe5は逆に急激πなる。滑動電位持続時間は,50%レ'ベルで著明に延
 長し,この経過は心室固有筋でも,プルキ二一線維でも瞬様である。しかし,この経過は,相
 対不応期の極く初期では逆の関係であウ,しかも脱分極相は緩やかとなり庸潜伏期も著明に麺
 長ずるので,心筋興奮性から考え糖異的時期と考えられる。12)期外興奮の後影響。分析を容
 易にするために刺戟のモデルを作り・一驚のリズム・即ち,駆動刺戟の闘に単一期外刺戟を挿
 入した型聖王型,期外刺戟と次の駆動刺戟の間隔が,、駆動刺戟の週期に等しい型をG型,駆動
 刺戟を一つはづした型をE型とし・それに引きつづく駆動刺戟による興奮を・それぞれ・工1・
 12、13,0いG2ンC3,Ei,猛2,E3としたhl)再分極相の変『化。1及びC型の束q戟では
 期外興奮後の最初の興奮である1エ,GIに於いて,霧にSlope2でi著明な変化を蒸し,その
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 偏位は4・0略、マ50%に及び,活動電位持続暗闘50%レベルでも40%に及ぶ偏位を示し
 た。これは,期外興奮の活動電位の変化とは大体逆の変化であり,時間とともに波動的動揺を
 もつて消退した。E型の刺戟でも,E1で軽微ではあるがslope2の変化を示し,同様に波
 動約変化をもつ。即ち,期外興奮の存在及び興奮脱落によワ,それに続く興奮でけ,プラトー
 相が著明で且つ長い時間影響をうけること碧認めた。の脱分極相の変化。1,G,E型いづ
 れの刺戟による興奮に於いても,期外翼奮及び興奮脱落後の活動電位脱分極相に変化を認めな
 かった。13)駆動刺戟週期の影響。0刺戟週期を変えた場合,活動電位は,刺戟週期が窪～
 2秒以下であると再分極SDpe5相に変化があるが,2秒以上8秒までは,ほとんど変化が
 みられない。の上の変化のない2～8秒の範囲で刺戟週期を変え,期外興奮及びその後の影
 響を観察すると,その週期の長いものほど期外興奮ではプラトー相が延長し,次の興奮でけ逆
 に短縮する。即ち,駆動刺戟の週期磨身,期外興奮及びその後の興奮に影響をもつことが判っ
 た。{勾期外興奮の変化の後影響。先行}す'る駆勅刺戟と期外刺戟の間隔をづらした時,期外興
 奮に続く次の興奮では,一1)工型の刺戟では・期外興奮の変化の大きいもの程,次の興奮
 に対する影響が大きく}変化の方肉は逆である。しかし,この場合には,先行休止期の面子も
 関与するので,一樋)G型グ)刺戟による実験を行ったところ,やはり,期外興奮の変化の大
 きいもの裡次の興奮に大きい変化を及ぼすことを認めた。紛先行休止期の影響。1)駆動刺
 戟を次々に鉱ずしたE型の刺戟による興奮では,先行休止期の長いほど変化が大きく,活動電位
 餐相を短縮するような変化である。1!)期外刺戟を挿入し,次々にその後の駆動刺戟をはづし
 た場合,プラトー相が著明に短縮するが,全体の活動電位持続時間はそれほど影響をうけな恥。
 この観察は,期外興奮はプラトー相に,先行休止期は全体の活動電位持続暗闘に影響を及ぼす
 ことを示す。1の細帯刺戟を連続して挿入した場合は・必ずしも一定の傾向はないが・プラ
 トー相の短縮が著明である。lV)長時闇休、§、後の興奮,即ち,興奮の「めざめ3に於いては
 概ね,最初の興奮で,その活動電位持続時間が長いが,次の興奮からは,一定の傾陶なく,徐
 々 に安駕した活i勤電位に移行する。
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結論
 著者は,細胞内電極法で期外興奮の様式を観察したが,それによると,リズムを乱すこと
 によってン期外興奮目体のみならず,それに引き続く興奮まで影響があり,興奮の週期,期外
 興奮の存在及び時期,先行休止期等の因子によって影響されることを知ったφしかし,この観
 察は,期外刺戟の影響が主として,再分極相,特にプラトー相にあることから,Whエもeの需
 う〃Sllght&1七er&UonTdeflec版oM,或は,Leve1鍛の〃posもex一
 償&sysもollc㌘w&veoha箕ge〃と言われる現象の一面を示すものと考えられる。
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 審査結果の要旨,
 不整脈に関する心電図学的研究はその数が非常に多く,不整脈の発生機転もまた心電図の所
 見にもとづいて解釈されて来た。しかし心臓というと大きい興奮性組織の塊が,生体組織とレ・
 う導体のなかで作る電位の変化を,巨視的に捉えているに過ぎないから,心電図を手段とする
 不整脈の研究には自からの限界のあることがまぬがれない。著者はそこで不整脈について,そ
 の発生機転及び心電図上の所見の解釈を更に心筋細胞のレベルまで掘下げることを試みた。す
 なわち細胞内微小電極法を心筋細胞に応用して,静止電位及び活動電位を記録し,それが心縛
 リズムによつて如何に変化するか'及びその変化が心電図上の所見と如何に結び付くかを検討
 した。
 心筋細胞の活動電位は,著明なプラトー報をもっているので,活動電位の時間的経過を記載
 する便宜上,その経過を顯つに分けた。すなわち脱分極相,再分極オー相,再分極オ二相所再
 分極矛三相である。心筋は期外の鯛載が絶対不応期に入れば応答がな仏が,相対不応期で有効
 刺戟を与えると応答がみられる。しかしその際の活動電位の経過は正常時と,は著しく異なり,
 再分極オー,矛二相共にゆるやかな経過であるが,才三相は逆に急激に終る。との、ζ.と,は活
 動電位の5e%レベルの延期で明瞭に表現される。しかるにこの性質は相対不応期の極く初期
 では逆である。このことは期外刺戟の心電図所見が期外刺戟の入る時期によっつて異る場合の
 あることは既に細胞のレベルに激する変化にもとずいていることより納褐される。また,著者
 の成績により,期外刺戟の後影響は極めて長い時間潜伏することが認められた。蕩者は'さらに
 駆動刺戟の週期が活動電位に如何に影響するかを検討した。駆動刺戟はその週期が極めて短ぐ
 なると再分極茸三相に変化を生ずるが,その他の相は不変に近い。またある値より以上に週期
 を延長しても活動電位に変化は認められない。しかし活動電位に変化を来たさない範闘で,種
 々 の週期で,駆動した場合でも,これに期外刺戟を一つ加えるとその後の駆動刺戟に対する活
 動電位に対しては♪駆動週期の影響が溜められた。
 このように,期外刺戟の影響は主に再分極相にあり,またその影響は}刺戟の週期,期外瀬
 較の存在,時期,先行休止期等種々の因子によって影響されることを見風した。これ等の所見
 は,不整脈の心電図所見の解釈上め鍵となりうるものと思われる。
 したがって本論交は学位を授与するに緬値あるものと判定する。
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